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北陸地方建設事業推進協議会

平成 23 年度「建 設 技 術 報 告 会」開催のご案内

平成２３年度「建設技術報告会」は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公

庁及び民間の建設会社において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、

研究開発技術の普及を図ることを目的に開催するものです。

本報告会は、今回で１６回目となり、昨年は５５０名を越える行政・民間の技術者の方々が聴講

されました。

今年も、皆様方の多数のご参加をお待ちしています。

なお、本報告会はＣＰＤ（継続教育）プログラムおよびＣＰＤＳ（継続学習制度）学習プログラムに登録されて

います。

■開催日時

平成２３年１０月１８日（火） ９時３０分～１６時３０分

受 付 ９時００分～

開 会 式 ９時３０分～ ９時４０分 第 1会場〔スノーホールＢ〕

基調講演 ９時４０分～１０時４０分 第 1会場〔スノーホールＢ〕

「水災害と水理学 －大災害と学問の限界－」

長岡技術科学大学 –環境･建設系- 教授

細山田 得三 氏

技術報告 １０時５０分～１６時１０分 第 1会場〔スノーホールＢ〕

第２会場〔中会議室 201 〕

閉 会 式 １６時２０分～１６時３０分 第 1会場〔スノーホールＢ〕

■開催場所

朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）

住 所：〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島６番１号

電 話：０２５－２４６－８４００

駐車場：施設周辺有料駐車場（万代島駐車場（Ａ～Ｅ） 大型バス ２０台、普通車 約１,７００台）
注）駐車料金は、入場から最初の 60 分無料、以後 30 分までごとに 100 円。

1 日（入場から 24 時間）当たり最大 1,500 円

ご来場の際はなるべく公共交通機関のご利用をお願いします.

《交通アクセス》

◆新 潟 駅 利 用：

万代口から路線バスで 15 分

新潟駅万代口バスターミナル５番線より

新潟交通１７系統「朱鷺メッセ経由佐渡

汽船行き」に乗車、「朱鷺メッセ」下車

徒歩 20 分

◆自 動 車 利 用：

日本海東北自動車道新潟亀田 IC より 20 分

関越・北陸自動車道新潟西 IC より 30 分

磐越自動車道 新潟中央 IC より 30 分

◆新潟空港利用：

新潟空港よりタクシーで２０分

詳細は右記の朱鷺メッセホームページをご覧下さい。（ http://www.tokimesse.com/ ）



- 2 -

■主 催

北陸地方建設事業推進協議会 平成 23年度「建設技術報告会」実行委員会

・北陸地方整備局・新潟県・富山県・石川県・新潟市・東日本高速道路(株)新潟支社

・中日本高速道路(株)金沢支社・(社)日本建設業連合会北陸支部・(社)日本道路建設業協会北陸支部・

(社)建設コンサルタンツ協会北陸支部・(社)日本建設機械化協会北陸支部・(社)新潟県建設業協会・

(社)富山県建設業協会・(社)石川県建設業協会・北陸土木コンクリート製品技術協会

・(社)プレストレスト･コンクリート建設業協会北陸支部・北陸ＰＣ防雪技術協会

・(社)新潟県融雪技術協会・(財)新潟県建設技術センター・北陸地質調査業協会

・(社)日本埋立浚渫協会北陸支部・(社)北陸建設弘済会・(社)日本橋梁建設協会北陸事務所

■技術報告等

下記の６テーマにそって、３２技術の報告を予定しています。（「報告技術」一覧表 参照）

①雪に強い地域づくり

（克雪対策、冬期道路交通の安全確保･安全性に関する新技術 等）

②良いものを安く

（生産性向上、コスト縮減、省力化に関する新技術 等）

③自然災害からの安全確保

（危機管理、土石流などの防災に関する新技術 等）

④環境の保全と創造

（建設副産物、リサイクル、省エネルギーに関する新技術 等）

⑤ゆとりと福祉

（情報化、バリアフリーに関する新技術 等）

⑥その他

（東北地方太平洋沖地震における災害復旧活動等に関する報告及びその他①～⑤に属さない新技術 等）

○その他展示コーナー〔２階ホワイエ〕－第 2 会場前－

(1)パネル展示コーナー

民間企業等で開発された新技術･新工法等をパネル・パンフレットで紹介します。

＊30 技術のパネル展示を予定します。

(2)NETIS 等紹介コーナー

『NETIS（新技術情報提供システム）』及び『新技術普及･活用制度（Made in 新潟）』『石川県建設

新技術認定･活用制度』などに登録されている技術をパンフレットにより紹介します。

＊38 技術のパンフレット配置を予定します。

プログラム（発表時間割等）及び報告論文を北陸地方整備局北陸技術事務所のホームページ

（ＵＲＬ：http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/）に掲載しますのでご利用ください。

なお、本報告会当日に報告論文の配布はいたしませんので、各位においてご準備ください。

■ＣＰＤ および ＣＰＤＳ

本報告会（基調講演含む）は、建設系ＣＰＤ協議会によるＣＰＤ（継続教育）および社団法人全国土木施工管

理技士会連合会のＣＰＤＳ（継続学習制度）プログラムの認定講習となっています。（５単位を予定）

受講証明を希望される方は聴講申し込み時に、ＣＰＤまたはＣＰＤＳの「単位の申請希望」欄に希望有無を書

き添えて下さい。

なお、受講証明書の発行は本報告会当日の受講を完了した方とさせていただきます。
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■聴講費

無 料

■聴講申込期限

平成２３年 ９月３０日（金） 必着

■申し込み・問い合わせ先

北陸地方建設事業推進協議会 平成２３年度「建設技術報告会」実行委員会事務局

国土交通省 北陸地方整備局 北陸技術事務所内

担当：技術情報管理官【保全】，施工調査課 技術活用係長

〒９５０－１１０１ 新潟市西区山田２３１０番地５

TEL：０２５－２３１－１２８１（代表） FAX：０２５－２３１－１２８３

E-mail：hokugi-info@hrr.mlit.go.jp

ＵＲＬ：http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/


